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１　はじめに
　アジアの国々同士、作品を通しての交流活動は以前から行われてきていたが、近年、台湾、韓
国、タイなどのアジアの地域や各国々から、直接、日本の学校を訪れる教育関係者や小学生の交
流団などが急増してきている。学校訪問などの場面では互いに自国の文化である踊りを披露した
り、学校の様子や子供の遊びを伝えあったりしている。そこには、アジア諸国が日本と経済や産
業の分野で活発に交流を図ろうとしているだけではなく、文化や教育に関しても積極的に交流を
図ろうとしている姿がを見ることができる。
　日本はアジアの相手国からの要請を容認し相手国が訪れているというこれらの現象から、これ
まで日本がアジアの教育をけん引し、これからもけん引していくと考えるのは早計である。日
本から積極的に相手国に出向くことはそれほど多くないの
は、そもそも子供たちが他のアジア諸国に関心が薄いこと
に付け加えて日本の教育組織のもっている手続きの複雑さ
や確認事項の多さなどが原因となっていることも考えられ
る。しかしながら、これからの日本の在り方を考えた場合、
アジアという枠組みの中での文化や教育の在り方を考えて
いく必要があると言えよう。そこで、本研究では、手始め
に古くからの交流国であった韓国の現在を選び、その中で
もリード的な立場で取り組んでいる美術館の活動をリサー
チし、そのことを日本の子供の図画工作や鑑賞の現状と比
較検討し目指す方向を考察することを研究の目的とした。
　　写真 1
　　台湾，南投県新郷国小学校他の交流展
　　府中市美術館　2016 年
　　麗しき故郷「台湾」に捧ぐ－立石鐵臣展
　　関連イベント
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２　国立現代美術館　果川館　（韓国・ソウル）の取り組みについて
　まず、２０１６年に韓国・国立現代美術館果川館を
訪れた。韓国は、総じて現代美術が盛んであり、韓国
の大都市には現代美術館がある。これには、政治的な
要因も考えられるが、積極的に現代の美術に接し学ん
で行こうとする姿勢をうかがうことができる。ソウル
には三つの現代美術館があり、その一つ果川館の中に
は、子供美術館がある。日本の美術館の、造形室を時
間を区切り子供向けに開放しているのとは違って、常
設的に設置された施設である。
　写真２及び３は、果川館の正面入り口に向かう通
路の壁面に設置された展示である。キャプションに
は、果川館の３０周年を記念して、５月５日子供の日
に家族全員で自由に描いた作品であることが記されて
いる。日本でも親子という枠組みで取り組まれている
ワークショップもたくさんあるが、美術館の顔である
入り口に掲示されるケースはまれである。韓国の文化
の中で、親子、子供、美術が重要に扱われている好例
である。
　写真４は、日本の小学校の展覧会で行われている
ワークショップの例である。来館者が、思い思いに粘
土への型押しを楽しんでいる。この例をからも両国と
も、協働して制作することの意義が考えられて取り組
まれていることが分かる。作品だけでなく、創作プロ
セスや活動そのものに焦点を当てたり、協働で取り組
む意義や楽しさを大切にたこのような取り組みは、今
後、両国の様々なところで取り組まれていくとよい内
容である。
写真 2
写真 3
写真 4
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　果川館に入るとすぐ
に子供美術館への黄色
で統一された入口への
通路が見えてくる。子
供や親子が入館したと
きに分かりやすい構造
である。入り口には、
9 つのセクションの案
内図が取り付けられ、
各エリアでの活動パンフレットが並べられている。親子や子供同士で来た時に自分で好きな内容
を学習できるシステムになっている。人件費の関係で多くの人を配置できない状況では、この分
かりやすさは有効なシステムである。
　写真７は、子供美術館の内部の全景である。それぞれのエリアは、壁ではなく床に配置された
低めのブロックで仕切られている。そのエリアで何を学ぶの
かがはっきり分かり、しかも、学級などで訪れた時には、一
目で全体が見渡せる構造になっている。とても考えられた学
びの空間である。
　入ってすぐの第１エリアは、その時のタイムリーな内容を
学ぶことができるエリアとなっている。訪れた当時は、様々
な生活用品が並べられ、それを自分の感覚やストーリーで一
つの箱に集めて楽しむ活動が行われていた。日本の図画工作
の授業では、材料とかかわる造
形遊びの領域である。この造形
遊びには落ち葉などを自分の感
覚で並べたり（写真１０）、いろ
いろな感触のものをカップに集
めてコレクションしたりする活
動などがある。また、日本の東
京都美術館では、２０１５年に
「きゅっぱのびじゅつかん」とし
て同様の取り組みがなされてい
る。果川館では集めたものにタ
イトルを付けそれを写真に撮り、
プロジェクターで壁面に並べて
投影する形で取り組まれていた。
（写真 9）
写真 5 写真 6
写真 7
写真 8
写真 9
   写真 10　並べて遊ぶ
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　さらにこの子供美術館では、美術の歴史的な流れをクイズ形式で学ぶエリア（写真１１）、色
や質感を学ぶエリア（写真１２）、水彩画や油、立体、レリーフなどの表現形式を学ぶエリア（写
真１３）などが設けられていた。これらは、美術の技術などを知識として系統立てて学ぶという
ものである。日本では美術館でこのような学びの場を子供対象に提供しているところは少なく、
学校教育の美術の授業や博物館などで行われていることが多い。また、形について学ぶエリアも
あり、見る場所によって見え方が違うことや材質が変わると感じが変わることなどが学べるエリ
アもある。（写真１４・１５）そこでは抽象彫刻が例として使われていた。
さらに、現代の技術としてＣＧの表現を学ぶエリアもある。自分で描いた絵が写真の中を動きま
わる仕組みを見せて学べるコーナーもつくられていた。（写真１６）日本では、ともすれば別の
一分野として扱われたりしているが、ＣＧも造形表現 *1 と同列に並べることで、表現の一つと
してあることが理解できる。また、別のエリアで映像によるダンスパフォーマンスが見られるよ
うになっている。全体をめぐることによって多様な表現の美術が理解できるような仕組みとなっ
ている。様々な活用方法が考えられ、日本の授業の中で取り入れ可能な手法でもある。
　美術館の学びには鑑賞マナーがある。日本の場合は、学
校や美術館で先生や学芸員が必ず、行っている内容である。
それをこの子供美術館では、参加者が人型のシールを自由
に配置し、ピクトグラムを作ることによって、自ら学ぶ仕
組みが作らている。（写真１７）このシステムでは、学芸
員がその場にいなくても、作るときに掲示されている他の
人たちのピクトグラム作品を見たり、制作することによっ
て、例えば親子や友達同士で学ぶことができる効果的な仕
組みである。
写真 11
写真 14
写真 17
写真 12
写真 15
写真 13
写真 16
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　この子供美術館では、創作室が設置されており、素通しのアクリルの窓で囲われている。こ
のことにより他のエリアからも、そこでどのような内容が展開されているのかを見ることがで
きる仕組みになっている（写真１８）。このワークショップ
エリアは、２か所に設置されており、さらに移動式の壁に
よって４つの区画に区切ることも可能になっている。ワー
クショップの内容により部屋の大きさを変えることができ
る。また、この創作室では、専門の担当スタッフが配置さ
れていて、プログラム開発を行ったり事前に材料を設置し
ワークショップを行なったりすることもでき子供専用創作
室ならでは有効な活用が行われていた。
　
３　光州市立美術館　（韓国・光州）の取り組みについて
　２０１８年には、もう一つの光州市立美術館を訪問した。この美術館がある光州市は、民主化
運動のきっかけになった市で、近年においては国際的な現代展でもある光州ビエンナーレの会場
の都市でもある。光州市立美術館はそのビエンナーレの会場美術館の隣にある美術館である。前
述の国立現代美術館果川館同様、子供美術館のスペースが設定されており（写真１９）、そこで
は自主的に美術の学習ができる仕組みが用意されている。例えば（写真２０）では、壁面に学び
のタイトル「点」「線」「形」「材料」「色」などが掲示され、その下のキッドで学習ができる仕組
みになっている。訪れた時には、数名の児童が透明のガラス板の上で多様な幾何形体を並べて遊
んでいた。これらのキッドは、そこで設定された課題を取り組むことが定められている。このキッ
ド化された美術の学びについては、きっかけとしての意味はあるが自由度が狭い。授業での導入
の際は、学びの広がりをつくれる内容を検討したい。
　また、この美術館では、５つの創作室が設置されており、多様な活動が行えるようになってい
る。入り口の展示スペースにおいては、子供の活動の作品が並べられており（写真２１）、楽し
い創作活動が行われていたことが分かる。これらの子供の創作活動について、日本の図画工作の
授業の様子や教室そのものを韓国の比較した本（写真２２*2）も出版されており、日本の図画工
作の現状についての関心がうかがうことができる。また、創作室（写真２３）や材料倉庫（写真
２４）などから環境の整備がしっかりと行き届いている様子を見ることができる。
　
写真 19
写真 18
写真 20 写真 21
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また、光州市立美術館の庭園部では、子供向けの創作イベント（写真２５）を見学することがで
きた。近隣の大学と連携企画で、お話の絵（写真２６）、巨大絵画、工作、音楽、ダンスパフォー
マンスなどが行えるイベントで多くの子供が参加していた。子供たちは、各コーナーを回るごと
にジグソーパズルのピースをもらい、いくつかをめぐるとそのパズルが完成するという仕組みと
なっている。費用はかかるが子供たちにとってはとても楽しい取り組みである。このようなワー
クショップは、韓国
だけなく日本の美術
館 で も よ く 行 わ れ
ている内容である。
従って、このような
創意工夫についての
情報を交換をし、互
いに発展させていく
ことが重要である。
今回の取材では、十分なインタビューをすることができなかったが、大学との連携や企業との連
携をどのように行っていて、それがどのような声かけや手続き、打ち合わせを得て実現できたの
か、さらに研究を深めたい視点でもある。
４　子供たちの韓国美術館での鑑賞活動について
　韓国の子供たちの美術館における鑑賞活動の様子を国立現代美術館果川館と光州ビエンナーレ
の会場で見ることができた。果川館では、子供たちが数人のグループでナム・ジェン・パイクの
作品（写真２７）を、メモを取りながら鑑賞している場面を見ることができた。その様子は、夏
休みに日本の美術館でみられる光景と同じであった。また、親子でビデオ作品を見ている場面な
どを見学することができた。親子の鑑賞場面では、親が子供に作品の説明をし、子供はそれを頷
きながら聞いているというパターンが多く見られた。
写真 22*2
写真 25 写真 26
写真 23 写真 24
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また、光州ビエンナーレの会場では、解説員が子供を連れてめぐる鑑賞ツアーのパターンを見る
ことができた。（写真２８・２９）これらのガイドツアーでは、学芸員または鑑賞ツアーガイド
が作品の解説を話し、子供がそれを聞きながら作品を見るといういわゆる解説型の鑑賞である。
近年、日本の美術館で行われている、教師や学芸員がファシリテーターになって子供たちが作品
について、自由に意見を言い合いながら深める対話による鑑賞につては、この美術館だけなく他
のソウル市立美術館、プサン現代美術館などでも見ることができなかった。
 
５　韓国のパブリックアート環境について
　韓国のパブリックアー
トについては、都市部に限
定してのことであるがか
なりの数の作品に出合う
ことができた。メイン通り
に面した多くのビルには、
立体の作品が設置されて
おり子供たちが作品に出
合える環境が作られてい
た。（写真３１・３２）ま
た（写真３３）は、アー
トストリートという名の
もとに２０１１年のビエ
ンナーレの立体作品が通
りに並べられており、近
くではいくつものワーク
ショップが展開されてい
た。そこでは、気軽に美術
に親しむ環境が作られて
いた。
写真 27
写真 30 
写真 32 
写真 31 
写真 33 
写真 28 写真 29
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また、プサンの現代美術館横の公園では、同様に２００４年の
ビエンナーレの立体作品が設置されて、公園に遊びに来た誰
もが目に触れることができようになっていた。ここでは、そ
の作品の丁寧なキャプションも設置されていた。（写真３４・
３５）これらのキャプションは、日本に一般的にみられる作品タイトル、作者などのキャプショ
ンの他に、作品の制作意図について書かれているキャプションがとても多かった。このことは、
親や学芸員などが知識的に解説するというスタイルが多いことと関連があると思われる。
５　成果と課題
　この調査を通して、日本ではまだ少ない子供を対象とした美術館、美術スペースが設置されて
いることなど、韓国の美術館における子供のための教育的な取り組みの対しての意識の高さを見
ることができた。また、日本では対話を通した鑑賞が多く取り組まれているのに対して、韓国で
は美術の知識の学びを大切にした鑑賞活動が積極的に取り組まれていることが分かった。二つの
鑑賞スタイルのよさを活かしながら、子ども達にあった鑑賞を作り上げていくことが望まれる。
例えば、韓国の知識を学ぶ手法は日本の図画工作美術の授業の中で、日本の対話による鑑賞の手
法は、韓国の美術館でそれぞれ活かすことが可能である。また、今回の調査は、都市部の美術館
での調査である。韓国の子供の美術館での鑑賞の実際に迫るには、さらに、それとは異なる状況
の地方の美術館についても調査を広げる必要がある。
　今回の調査では、美術館のみの調査であった。小学校と美術館、教育大学と美術館の連携につ
いてもこれからの調査になる。それらの調査を通して、日本の状況との違いや連携の在り方など
と比較検証し、子供たちにとってよりよい鑑賞の探ることを探ることを今後の課題としたい。
*1　平成２９年告示学習指導要領 図画工作 指導計画と内容の取り扱いに「コンピューターや　
　  カメラ機器の利用」の項目が付け加えられ、取り組む方向が示されている。
*2　写真２２　 大橋児童学術業書　世界の教育現場を行く　日本
　　　　　　　日本のアイディア発想教育の創造的な人材を創るデザイン大国　
　　　　　　　イヨウンギュ著
 
作品解説 
この作品は世界でももっとも一
般的な自然物質である木と鉄と石
を最小限の手を加えた状態で構成
された作品で子供のようなほぼ無
垢な状態でその三つの物質を物質
自体の性質そのままに私たちの目
の前に表している。これらの三つ
の自然物の簡潔な結合を介して自
然への回帰、本質への回帰を示唆
している 
写真 34 写真 35
